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紙リサイクルの時代推移と古紙の中長期課題第1回

（公財）古紙再生促進センター
専務理事

川上正智

雑がみ掘り起こしへ！
～紙リサイクルを取り巻く課題解決へ向けて～

連
載
に
当
た
っ
て

　

全
国
の
製
紙
会
社
、
古
紙
問
屋
、
商
社

な
ど
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
（
公
財
）
古
紙

再
生
促
進
セ
ン
タ
ー
は
１
９
７
４
年
の
創

立
以
来
、
半
世
紀
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆

様
の
分
別
意
識
の
高
さ
や
善
意
、
ま
た
自

治
体
や
紙
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
わ
る
多
様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、

各
時
代
の
懸
案
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
実
施
し
、
資
源
の
有
効
利
用
や

廃
棄
物
の
減
量
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
と

い
っ
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

今
後
は
製
紙
・
古
紙
業
界
の
協
働
に
加

え
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
く
、
市
民
や

自
治
体
を
始
め
と
し
た
紙
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
わ
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
改

善
で
き
る
技
術
や
意
識
改
革
を
総
動
員
し

た
全
体
最
適
を
議
論
す
べ
き
時
期
に
あ
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
可
燃
ご
み
か
ら
の
「
雑
が

み
」
掘
り
起
こ
し
を
始
め
と
し
た
多
く
の

中
長
期
的
課
題
に
対
し
て
公
益
的
な
立
場

を
強
み
と
し
た
連
携
・
協
働
の
つ
な
ぎ
手

と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

　

今
般
、
本
４
月
号
よ
り
来
春
３
月
号
ま

で
12
回
に
わ
た
り
、
自
治
体
の
皆
様
を
始

め
、
多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
紙
リ
サ
イ

ク
ル
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い
て
お
示

し
す
る
機
会
を
頂
戴
し
た
。
今
回
の
連
載

を
通
じ
て
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
拡
大
を
通
じ
た
、
我

が
国
の
持
続
的
な
紙
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
発
展
に
繋
が
る
機
会
に
な
れ
ば
と
願
う
。

日
本
の
紙
リ
サ
イ
ク
ル
半
世
紀

　

当
セ
ン
タ
ー
創
立
時
の
１
９
７
０
年
代

前
後
は
高
度
経
済
成
長
、
大
量
消
費
型
時

代
の
到
来
に
よ
り
都
市
ご
み
問
題
が
顕
在

化
。
有
効
な
国
内
資
源
で
あ
る
古
紙
を
利

用
す
る
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。紙
・

板
紙
消
費
が
増
加
す
る
中
、
古
紙
量
は
増

加
の
一
途
を
辿
り
、
古
紙
回
収
・
利
用
の

両
輪
が
ス
ム
ー
ズ
に
回
転
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
官
民
一
体
で
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
時
代
で
あ

る
。
ま
た
１
９
９
０
年
代
後
半
に
表
面
化

し
た
古
紙
余
剰
問
題
は
、
そ
れ
ま
で
の
国

内
完
結
型
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
構
造
変
化
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
回
収
・
消

費
・
輸
出
が
過
去
最
高
水
準
を
記
録
す
る

一
方
、
中
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
が

増
大
し
、
国
内
古
紙
需
給
や
品
質
へ
の
影

響
が
強
ま
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
古
紙
消
費
は
減
少
傾
向
と
な
っ
た

一
方
、
中
国
の
固
形
廃
棄
物
輸
入
禁
止
に

よ
っ
て
輸
出
は
減
少
に
転
じ
、
紙
リ
サ
イ

ク
ル
も
循
環
型
経
済
や
環
境
規
制
と
い
っ

た
新
た
な
側
面
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
０
年
代
は
デ
ジ
タ
ル
化
や
コ
ロ

ナ
禍
に
伴
う
紙
・
板
紙
の
需
要
構
造
変
化

が
加
速
す
る
一
方
で
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
中

心
と
す
る
段
ボ
ー
ル
原
紙
の
成
長
加
速
に

よ
り
、
国
際
的
な
資
源
循
環
の
枠
組
み
も

変
化
し
、
わ
が
国
の
紙
リ
サ
イ
ク
ル
は
大

転
換
期
に
あ
る
。
２
０
２
４
年
の
古
紙
回

収
率
は
81
・
７
％
、
利
用
率
66
・
６
％
に

達
し
、
世
界
有
数
の
紙
リ
サ
イ
ク
ル
先
進

国
と
な
っ
て
い
る
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
５
０
・

共
創
共
生

　

創
立
50
年
の
節
目
を
迎
え
た
当
セ
ン

古紙回収・消費・輸出量（百万t）古紙回収率・利用率（％）
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【注】

1）	パッケージング用紙
	 段ボール箱に使われる段ボール
原紙や、菓子、冷凍食品、飲料、
医薬品・化粧品や家電・雑貨の箱
に利用される紙器用板紙等

2）	グラフィック用紙
	 新聞用紙や書籍・雑誌、チラシ、
カタログ、パンフレット、コピー
用紙等、多様な印刷物や情報媒
体に使用される紙等

タ
ー
は
、
今
後
の
社
会
動
向
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
多
く
の
方
々
と
将
来
像
を
共

有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
今
後
の
紙

リ
サ
イ
ク
ル
を
お
考
え
い
た
だ
け
る
よ
う

な
課
題
と
デ
ー
タ
を
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
５
０
・
共
創
共
生
」
と

し
て
昨
春
公
表
し
た
。

　

報
告
書
は
「
定
性
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と

し
て
、
社
会
の
潮
流
変
化
や
循
環
経
済
推

進
の
流
れ
な
ど
を
踏
ま
え
、
紙
リ
サ
イ
ク

ル
の
中
長
期
に
亘
る
リ
ス
ク
と
機
会
を
抽

出
し
、
未
来
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
た
。
諸
懸
案
を
「
企
業
と
人

が
変
わ
る
」・「
環
境
と
技
術
で
変
わ
る
」・

「
社
会
と
地
域
が
変
わ
る
」
の
３
テ
ー
マ

を
軸
に
、
主
だ
っ
た
「
20
」
の
課
題
に
絞

り
込
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
「
起
こ
り

そ
う
」・「
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
」・

「
起
こ
り
う
る
」
と
、
必
ず
し
も
確
実
に

発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
ま
た
機

会
や
課
題
解
決
の
現
実
性
、
難
易
度
、
時

間
軸
も
異
な
る
。
今
後
の
循
環
型
社
会
形

成
に
向
け
て
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
も
「
環
境
・

経
済
・
社
会
」
各
側
面
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

今
後
の
古
紙
需
給
見
通
し

　
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
５

０
・
共
創
共
生
」
で
は
定
量
的
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
を
見
据
え

た
中
長
期
に
わ
た
る
古
紙
需
給
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し
た
。

　

古
紙
の
発
生
源
と
な
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
用
紙
1

は
人
口
減
・
高
齢
化
の
影
響
を

受
け
て
長
期
的
に
緩
や
か
な
需
要
減
少
傾

向
が
続
く
こ
と
を
見
込
む
一
方
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
用
紙
2

需
要
は
さ
ら
な
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
影
響
も
加
わ
り
、
大
幅
な
減
少

傾
向
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
雑
誌
古
紙
、
新
聞
古

紙
、
模
造
・
色
上
古
紙
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

用
紙
由
来
）
に
つ
い
て
は
発
生
源
で
あ
る

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
用
紙
需
要
の
減
少
が
続
く

中
、
２
０
２
０
年
代
半
ば
か
ら
２
０
３
０

年
に
か
け
て
、
古
紙
の
回
収
量＜

消
費
量

バ
ラ
ン
ス
に
転
ず
る
と
予
測
。
特
に
雑
誌

古
紙
、
模
造
色
上
古
紙
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

は
中
長
期
的
に
も
拡
大
が
続
く
こ
と
と
な

る
見
込
み
。
現
状
の
古
紙
配
合
が
続
い
た

場
合
、
古
紙
輸
出
を
抑
え
て
も
国
内
消
費

の
充
足
が
困
難
と
い
う
前
提
で
あ
り
、「
雑

が
み
の
掘
り
起
こ
し
」
や
需
給
状
況
を
踏

ま
え
て
必
要
性
や
経
済
性
に
鑑
み
た
原
料

配
合
変
更
が
一
層
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
調
査
で
は
可
燃
ご

み
な
ど
に
含
ま
れ
る
紙
ご
み
の
内
、
再
生

可
能
と
思
わ
れ
る
「
雑
が
み
」
は
年
間
１

７
０
万
ｔ
程
度
と
推
測
、
概
ね
家
庭
系
由

来
と
事
業
所
系
由
来
に
二
分
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
見
て
い
る
。
ま
た
今
後
と
も

自
治
体
の
可
燃
ご
み
削
減
に
向
け
た
動
き

が
強
ま
る
中
で
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ

た
「
雑
が
み
の
掘
り
起
こ
し
」
と
の
連
携

は
、
持
続
的
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　

次
号
で
は
、「
雑
誌
古
紙
・
雑
が
み
の

課
題
」
に
つ
い
て
状
況
を
ま
と
め
る
。

20の中長期課題と古紙センターの考える紙リサイクルSDGsとの
関連性

「サステナブルチャレンジ
2050・共創共生」
紙リサイクル・中長期課題
への取り組み


